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ＪＲ東海労新幹線地本は、出向している組合員の要求に基づき、３月６日、

ＳＭＴに続いてＳＥＫに団体交渉の申し入れを行いました。

ＳＥＫでも、労働条件についての改善すべき事項が多くあります。労働安全

衛生法では「事業者が講ずべき快適な職場環境の形成ための措置に関する指

針」があり「作業環境の整理」「作業方法の改善」などが示されています。働

きやすい職場環境を求めて、共に職場から声を出しましょう。

●空調熱交清掃作業は現在８名体制であるが、申告対応２名が抜けると

実質６名作業を余儀なくされる。また、水封清掃作業、ごみ箱化粧カバ

ー取り外し・シールはがしなどの業務が増えている。よって作業に見合

った適正な要員を配置されたい。

●検修庫内の待機場所には、椅子やベンチなど腰掛ける設備がなく常に立

ちっぱなしの状態を余儀なくされている。よって、第二検修庫の臨時作

業場、第一検修庫の待機できる場所に椅子またはベンチを設置されたい。

●軸探室で探傷機が電源投入状態で待機していると電源用コンセントＮＦ

Ｂが落ちるという事象が発生している。根本的な対策を講じられたい。

●ＪＫビルＳＥＫ詰所がある４階の小便所は依然として悪臭がひどい時が

あり、原因を究明し適切な対策を早急に行うこと。

●ＪＫビルＳＥＫ詰所がある４階の流し台は、お湯が出ないため不便を感

じている。早急に給湯機能を設置し、快適な環境に改善すること。

この他にも、ＪＫビル風呂の水漏れ、熱交の点呼は４階の詰め所で行うよ

うに変更することなども要求しました。

２月２５日、私たちはＳＭＴの年休問題の解決を訴えるビラを配布しました。

「頑張ってください」「ありがとうございます」「年休が入るようになればいい

けど」など激励の声をいただきました。ＪＲ東海労新幹線地本は、安全で明る

く働きやすい職場をつくるためさらに声を出していきます。共に声を出しまし

ょう。



２月に東京仕業検査車両所で作業手順を間違えた社員に対し、仕業検査時の

１６号車運転台担当時に毎回管理者が張り付いて監視をしています。また、３

月に入り、本来の夜勤勤務ではなく、理由のわからない日勤勤務が多く指定さ

れています。

このことは明らかに異常です。見せしめ・懲罰としか思えません。多くの人

から「会社のしていることはひどすぎる」という声が上がっています。会社は

直ちに異常な対応をやめるべきです。

作業手順の間違えは起こそうとして起こす人はいません。今回も背後要因が

あります。

当日、本人は「１本目の仕業検査作業が終了したら当直に来るように」と言

われていました。理由を聞いても「来ればわかる」という答えでした。本人は

「何で呼ばれたのだろう？」と気になった状態での作業を強いられました。こ

のように、作業手順の間違えは会社の対応が大きな要因であることは明らかで

あり、起こるべくして起こったものといえます。

特定の社員に見せしめ的・懲罰的な対応を続けることは、第二、第三の作業

ミスを誘発することになります。

ＪＲ東海労新幹線地本は、会社の異常な対応を直ちにやめるように申し入れ

を行いました。

大井基地で働く皆さん！明るい職場をつくるため、おかしいこ

とはおかしいと共に声を出しましょう！
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